
何
ら
か
の
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
る

方
が
、
保
険
料
納
付

ま
た
は
免
除
さ
れ
た

期
間
中
に
か
か
っ
た

病
気
や
ケ
ガ
が
も
と

で
一
定
以
上
の
障
害

が
残
っ
て
い
る
と
判

定
さ
れ
た
と
き
に
、

受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

病
気
や
ケ
ガ
を
発

症
し
て
か
ら
初
め
て

医
師
の
診
察
を
受
け

た
日
に
加
入
し
て
い

る
年
金
制
度
に
よ
っ

て
受
け
取
る
年
金
額

が
異
な
り
ま
す
。

こ
の
障
害
年
金
は
、

保
険
料
納
付
ま
た
は

免
除
さ
れ
た
時
期
や
障
害
が
残
っ

て
い
る
と
き
の
程
度
が
厳
し
く
審

査
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
ら

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
言
葉
ど
お
り
“
遺
族
が
受

け
取
る
年
金
”
で
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
収
入
で
生

活
を
支
え
て
い
た
（
「
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
」
と
表
現
し
ま
す
）

と
き
に
、
遺
族
の
生
活
を
金
銭
面

で
補
助
す
る
役
割
が
遺
族
年
金
で

す
。

遺
族
の
範
囲
は
限
定
的
で
、

①
.

配
偶
者
ま
た
は
子
、

②
.

父
母
、

③
.

孫
、

④
.

祖
父
母
の
中
で
優
先
順
位
の

高
い
方
）
に
遺
族
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
①
の
『
子
』
と
は
、

十
八
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で

（
障
害
者
は
二
十
歳
未
満
）
に
該

当
す
る
場
合
で
、
単
な
る
戸
籍
上

の
子
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ラ

イ
フ
・
イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
た

年
金
制
度
を
大
別
し
て
三
つ
ご
紹

介
し
ま
し
た
。

年
金
の
受
け
取
り
は
、
原
則
一

人
一
年
金
で
す
。
そ
の
た
め
、
ラ

イ
フ
・
イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
た
年
金

受
給
権
（
年
金
を
受
け
取
る
権
利
）

が
発
生
す
る
都
度
、
ど
の
年
金
を

受
け
取
る
の
か
を
選
択
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

今
回
登
場
し
た
Ｂ
さ
ん
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

三
十
二
歳
で
の
交
通
事
故
が
重

症
化
し
た
Ｂ
さ
ん
は
、
四
十
五
歳

の
と
き
に
障
害
年
金
一
級
を
受
け

取
っ
て
い
ま
し
た
。

六
十
歳
に
な
っ
た
B
さ
ん
は
、

老
齢
年
金
と
障
害
年
金
の
い
ず
れ

か
を
選
択
す
る
よ
う
に
説
明
を
受

け
、
Ｂ
さ
ん
に
と
っ
て
有
利
な
方

を
選
択
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
Ｂ
さ
ん
の
配
偶
者
Ｃ

さ
ん
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
年
金

制
度
と
の
か
か
わ
り
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

今
年
も
労
働
保
険
の
前
年
度
確
定
保

険
料
の
申
告
・
納
付
と
新
年
度
概
算
保

険
料
の
申
告
・
納
付
手
続
き
（
年
度
更

新
）
の
時
期
が
到
来
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
の
年
度
更
新
期
間

は
、
六
月
一
日
（
月
）
か
ら
七
月
十
日

（
金
）
ま
で
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ
手
元
に
年
度
更
新
申
告
書

が
届
く
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。

申
告
・
納
付
期
間
中
に
近
隣
の
都
道

府
県
労
働
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
金

融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。最

近
で
は
、
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な

く
納
付
で
き
る
「
口
座
振
替
」
や
、
パ

ソ
コ
ン
か
ら
「
電
子
申
請
」
を
行
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
確
定
保
険
料
は
、

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に

労
働
者
へ
支
払
っ
た
賃
金
総
額
に
、
各

事
業
所
単
位
で
定
め
ら
れ
た
保
険
料
率
・

一
般
拠
出
金
率
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
概
算
保
険
料
は
、
平

成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
労

働
者
へ
支
払
う
賃
金
見
込
額
に
、
各
事

業
所
単
位
で
定
め
ら
れ
た
保
険
料
率
を

乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。

賃
金
見
込
額
が
、
前
年
度
賃
金
総
額

の
百
分
の
五
十
以
上
百
分
の
二
百
以
下

の
と
き
に
は
、
前
年
度
賃
金
総
額
を
賃

金
見
込
額
と
し
ま
す
。

【
保
険
料
率
等
】

労
災
保
険
料
率
：
事
業
の
種
類
ご
と
に

千
分
の
三
～
千
分
の
八
十
八

雇
用
保
険
料
率
：
事
業
の
種
類
ご
と
に

千
分
の
十
三
．
五
～
千
分
の
十
六
．
五

一
般
拠
出
金
率
：
一
律
千
分
の
〇
．
〇

五
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障
害
年
金
と
は

遺
族
年
金
と
は

昨
年
十
一
月
か
ら
約
一
年
に
わ
た
り
、
国
民

年
金
・
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
年
金
（
公
的
年

金
制
度
）
と
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
の
関
係
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

年
金
は
一
人
一
年
金

年
一
回
の
申
告
時
期
で
す

確
定
保
険
料
と
概
算
保
険
料

受付窓口

所轄労働基準監督署

所轄都道府県労働局

金融機関（銀行・信用金庫・郵便局）

社会保険・労働保険徴収事務センター

（全国の年金事務所内に設置）

申告書のみ提出・記載内容の指導なし

（納付書は金融機関で別途納付）

申告書と納付書を切り離さずに提出

ふじ色・赤色で印刷された申告書と

納付書を提出（納付書は別途納付）

黒色・赤色で印刷された申告書と

納付書を提出（納付書は別途納付）

提出内容 年
金
事
務
所
も
受
付
窓
口
に

受
付
窓
口
を
一
覧
表
に
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、
ご
参
考
く
だ
さ
い
。



平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
日
の
厚

生
労
働
省
「
職
場
の
い
じ
め
・
嫌
が

ら
せ
問
題
に
関
す
る
円
卓
会
議
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
報
告
」
に
お
い

て
、
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
パ
ワ
ハ
ラ
）
の
定
義
を
「
同
じ
職

場
で
働
く
者
に
対
し
て
、
職
務
上
の

地
位
や
人
間
関
係
な
ど
の
職
場
内
の

優
位
性
を
背
景
に
、
業
務
の
適
正
な

範
囲
を
超
え
て
、
精
神
的
・
身
体
的

苦
痛
を
与
え
る
又
は
職
場
環
境
を
悪

化
さ
せ
る
行
為
を
い
う
。
」

と
し
ま

し
た
。

・
「
職
場
内
で
の
優
位
性
」
と
は
・
・
・

上
司
か
ら
部
下
、
先
輩
・
後
輩
間

や
同
僚
間
、
部
下
か
ら
上
司
に
対
し

て
様
々
な
優
位
性
を
背
景
に
行
わ
れ

る
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。
「
職
務
上

の
地
位
」
に
限
ら
ず
、
人
間
関
係
や

専
門
知
識
、
経
験
な
ど
の
様
々
な
優

位
性
が
含
ま
れ
ま
す
。

•
「
業
務
の
適
正
な
範
囲
」
と
は
・
・
・

一
般
的
に
、
上
司
は
部
下
に
対
し

て
業
務
上
の
指
揮
監
督
や
教
育
指
導

を
行
い
、
上
司
と
し
て
の
役
割
を
遂

行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
往
々
に
し
て
、
こ
れ
を
大
義

名
分
と
し
、
行
き
過
ぎ
た
指
揮
監
督

や
教
育
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
職
場
で
、

何
が
業
務
の
適
正
な
範
囲
で
、
何
が

そ
う
で
な
い
の
か
、
そ
の
範
囲
を
明

確
に
し
ま
す
。

例
え
ば
、
表
（
一
）
の
よ
う
な
行

為
が
パ
ワ
ハ
ラ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

パ
ワ
ハ
ラ
の
要
因
に
は
、
企
業
間

競
争
の
激
化
に
よ
る
従
業
員
へ
の
圧

力
（
成
果
主
義
）
、
職
場
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
問
題
解
決
機

能
の
低
下
、
上
司
の
多
忙
・
余
裕
の

な
さ
、
業
界
特
有
の
徒
弟
制
度
的
関

係
、
人
権
意
識
や
個
人
の
尊
重
の
希

薄
化
、
行
為
者
の
資
質
や
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
意
識
の
欠
如
、
上
司
と
部
下
の

信
頼
関
係
の
欠
如
、
な
ど
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

前
述
の
「
職
場
の
い
じ
め
・
嫌
が

ら
せ
問
題
に
関
す
る
円
卓
会
議
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
報
告
」
に
よ
る

と
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
予
防
・
解
決
の
取

り
組
み
方
と
し
て
、
表
（
二
）
の
六
ヶ

月
プ
ラ
ン
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
が
一
過
性
に
終
わ
る
と
、

パ
ワ
ハ
ラ
に
対
す
る
意
識
が
薄
れ
、

パ
ワ
ハ
ラ
を
許
さ
な
い
と
い
う
会
社

風
土
が
根
付
か
な
い
ま
ま
と
な
る
で

し
ょ
う
。

ま
た
、
自
分
の
行
為
が
パ
ワ
ハ
ラ

と
意
識
せ
ず
に
パ
ワ
ハ
ラ
行
為
を
行

う
人
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ

う
。
繰
り
返
し
教
育
や
周
知
を
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
変
化
し
な
い
、
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
日
（
～
七
月
十
日
）

○
労
働
保
険
の
今
年
度
の
概
算
保
険
料
の

申
告
と
昨
年
度
分
の
確
定
保
険
料
の
申
告

書
の
提
出

［
都
道
府
県
労
働
局
ま
た
は
労
働
基
準
監

督
署
］

十
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
の
提

出
（
前
月
以
降
に
採
用
し
た
労
働
者
が
い

る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始
届
の
提

出
（
前
月
以
降
に
一
括
有
期
事
業
を
開
始

し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

三
十
日

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報
告
書
の

提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・
納
付
計

器
使
用
状
況
報
告
書
の
提
出

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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真
夏
の
よ
う
な
暑
さ
が
続
き
、
日

中
の
外
出
が
た
め
ら
わ
れ
る
こ
の
頃

で
す
。

環
境
省
は
、
六
月
一
日
か
ら
九
月

三
十
日
ま
で
を
“
ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル

ビ
ズ
”
（
軽
装
励
行
期
間
）
と
し
て

い
ま
す
。

取
引
先
や
顧
客
が
不
快
な
思
い
を

し
な
い
程
度
で
あ
れ
ば
ラ
フ
な
服
装

で
良
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

（
ぎ
ん
）

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-611-5300

〒612-8017
京都市伏見区桃山南大島町1-4-41-504

編
集
後
記

「
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
」
の
定
義

パ
ワ
ハ
ラ
の
行
為

パ
ワ
ハ
ラ
が
起
こ
る
背
景

六
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

パ
ワ
ハ
ラ
対
策
と
し
て

（
取
り
組
み
方
）
表
（
二
）

行為類型

1．身体的な攻撃

2．精神的な攻撃

3．人間関係からの切り離し

4．過大な要求

5．過小な要求

6．個の侵害

具体例

暴行・傷害

脅迫・名誉棄損・侮辱・ひどい

隔離・仲間外し・無視

業務上明らかに不要なことや遂行不可能なことの強制、仕事の妨害

業務上の合理性がなく、能力や経験とかけ離れた程度の低い仕事

を命じる。仕事を与えない

私的なことに過度に立ち入る

１ヶ月目 2ヶ月目 3ヶ月目 4ヶ月目 5ヶ月目 6ヶ月目

①トップのメッセージ

②ルールを決める

③実態を把握する ③実態を把握する

④教育（研修）する

⑤周知する

⑥相談・解決の場を設置する

⑦再発防止の取組みをする

公開

制定

設置

表
（
二
）

表
（
一
）


